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論 文 審 査 結 果 の 要 旨

癌細胞への REIC 遺伝子導入による、細胞アポトーシス誘導の効果はすでに知られている。

今回、我々は正常マウスモデルでの、アデノウイルス生体内分布とその安全性について検討した。

マウスに対してヒト REIC/Dkk-3 遺伝子導入アデノウイルス（Ad-REIC）を前立腺へ高容量およ

び低容量で局所注入した群、静脈内注入群、および PBS の前立腺内注入群との比較を行った。い

ずれの群も注入 1，7，28 目に注入部位の前立腺を含む 16 臓器内の Ad-REIC の分布を、DNA-PCR
による REIC 遺伝子検出によって行った。さらに HE 染色による病理組織学的検討を行った。注

入 1 日目での REIC 遺伝子の発現は、低容量群、高容量群、静脈内投与群でそれぞれ 5、10、4
臓器であったが、7 日目以降は高容量群のみ 3 臓器で発現を認めた。また、いずれの群の各組織

においても、病理学的な組織傷害を示唆する所見はなかった。マウスモデルにおいては、Ad-REIC
前立腺局所投与後、全身の広い範囲でのウイルスベクター生体内分布を認め、各組織での細胞傷

害は見られなかった。 
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